
【福祉施策全般についてお聞きします】

問１．

第１番目 第２番目 第３番目

　１．収入や生活費のこと　　　　　　　　　　　２．自分や家族の健康のこと

　３．自分や家族の老後のこと　　　　　　　　　４．子どもの教育や将来のこと

　５．仕事のこと（失業や転職など）　　　　　　６．家族内の人間関係のこと

　７．地域での人間関係のこと　　　　　　　　　８．自然災害や環境のこと

　９．その他（　　　　　　　　　　　）　　　　10．別に不安はない

＜以下は，質問に従って，該当の数字又は記号に○をつけてください＞
問２．

　１．声をかけてごみだしを手伝う　　　　　　　２．ご近所交代でごみだしを手伝う

　３．自治会に相談する　　　　　　　　　　　　４．管理組合に相談する

　５．民生委員・児童委員に相談する　　　　　　６．市役所に相談する

　７．気にはなるが何もしない　　　　　　　　　８．その他（　　　　　　　　　　　）

問３．

　１．高齢になっても障がいがあっても（誰もが）安心して暮らせるまちづくり

　２．安心して子育てできる支援施策の充実

　３．健康の保持・増進を図る健康づくりの取り組みの充実

　４．医療サービスの充実

　５．生きがいづくりを支援する施策の充実

　６．すべての人の人権を守る取り組みの充実

　７．安心して快適に暮らせる住宅や住環境の整備

　８．安全に外出や移動ができる道路や公共交通などの整備

　９．防犯対策や防災対策の充実　　　　　　　　10．環境保全施策の充実

　11．まちの緑を増やす取り組みの充実　　　　　12．その他（　　　　　　　　　　　）

問４．

　１．自治会や地域での行事・活動に積極的に参加する

　２．互いの生き方を尊重し，地域で孤立する人がないよう互いに思いやりの気持ちをもつ

　３．行政機関と連携をとりながら，自分たちの地域のまちづくりに積極的に参加する

　４．ボランティア活動に積極的に参加する

　５．ＮＰＯ他色々な団体やグループと連携をとり，まちづくりをすすめる

　６．まちづくりや地域づくりは行政にまかせたい

　７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

あなたが日常の生活でどのような不安を感じておられるか，不安の度合いの大きいものから
順番に３つ以内でお答えください。                   ＜回答欄＞

日頃の生活の中で，ふだんの暮らしをよりよくするために芦屋市が力を入れて取り組むべきだ
と，あなたがお考えのことは何ですか。（回答は３つ以内）

地域で暮らしていると色々な問題が出てくると思いますが，例えばご近所のお一人暮らしの
高齢者が，週２回の朝のごみ出しに困っているとき，あなたはどうしますか。(回答は１つ)

住み慣れた地域で暮らし続けるために，住民自身はどうすればよいとお考えですか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（回答は３つ以内）
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問５．色々な「寄附」による社会貢献について，あなたはどうお考えですか。（回答は１つ）

　１．福祉の向上のためなら寄附をしたい　　　　２．使い道を限定した寄附ならしたい

　３．税金の控除が受けられるのなら寄附したい　４．自分の名を残せるのなら寄附したい

　５．地域の人に使ってもらえるなら寄附したい　６．使い道を報告してくれるなら寄附したい

　７．寄附をしたいとは思わない　　　　　　　　８．その他（　　　　　　　　　　　）

　　※この場合の「寄附」は，福祉団体等に対するものを含めた色々な寄附を指します。

問６．あなたが福祉の情報を得るのに，普段利用しているもの，また役に立つと考えるものは何ですか。

＜よく利用しているものを３つまで挙げてください＞

　１．市の広報あしや・ＣＡＴＶ　　　　　　　　２．市の冊子やパンフレット類

　３．自治会やコミスク，民生委員・児童委員等からの情報

　４．新聞からの情報　　　　　　　　　　　　　５．テレビやラジオからの情報

　６．本や雑誌からの情報　　　　　　　　　　　７．家族や友人・知人からの情報

　８．インターネットによる情報　　　　　　　　９．病院などの医療機関からの情報

　10．商店やコンビニなどからの情報　　　　　　11．その他（　　　　　　　　　　　）

＜役立つと思うものを３つまで挙げてください＞

　１．市の広報あしや・ＣＡＴＶ　　　　　　　　２．市の冊子やパンフレット類

　３．自治会やコミスク，民生委員・児童委員等からの情報

　４．新聞からの情報　　　　　　　　　　　　　５．テレビやラジオからの情報

　６．本や雑誌からの情報　　　　　　　　　　　７．家族や友人・知人からの情報

　８．インターネットによる情報　　　　　　　　９．病院などの医療機関からの情報

　10．商店やコンビニなどからの情報　　　　　　11．その他（　　　　　　　　　　　）

問７．

　１．言葉は聞いたことがあるが，制度のことは知らない

　２．制度は知っているが，活用する必要がない

　３．制度を活用している　　　　　　　　４．申立てをしている

　５．制度を活用したいが，どのような手続きをしたらよいのかわからない

　６．言葉も聞いたことはないし，制度もまったく知らない

問８．

　１．ユニバーサルデザインの言葉も考え方も知っている

　２．ユニバーサルデザインの言葉は聞いたことはあるが，考え方はよく知らない

　３．ユニバーサルデザインという言葉も考え方もあまり聞いたことがない

問９．あなたが普段最もよく利用する鉄道駅は，どこですか。（回答は１つ）

　１．阪急芦屋川駅　　　２．ＪＲ芦屋駅　　　３．阪神芦屋駅　　　４．阪神打出駅

「成年後見制度」とは，本人が障がいや認知症などで判断能力が十分でない場合，本人に代わ
って家庭裁判所が決める法定後見人が財産管理や介護サービス契約などを行うことができる制度
ですが，あなたはこの制度について知っていますか。（回答は１つ）

ユニバーサルデザインは，年齢，性別，文化，身体の状況など人がもつ様々な個性や違いに関わ
らず，誰もが利用しやすいように，まちづくり，ものづくり，仕組みづくりなどを行っていこう
とする考え方ですが，あなたはこの言葉や考え方を知っていますか｡（回答は１つ）
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問10．自宅からその利用駅までは主に何を利用されますか。（回答は１つ）

　１．徒歩のみ　　２．徒歩＋ベビーカーなど　　３．車いす　　　４．自転車・バイク

　５．バス　　　　６．自家用車　　　７．タクシー　　　８．その他（　　　　　　　）

問11．

　１．主に駅舎のバリアフリー化が必要　　　　２．主に周辺道路のバリアフリー化が必要

　３．駅舎，周辺道路ともバリアフリー化が必要

　４．利用する上で特に不便は感じない　　　　５．わからない

【福祉の相談窓口等についてお聞きします】

問12．あなたは次の福祉相談窓口等を知っていますか，また利用したことがありますか。
知っていますか 利用は？

知っている 知らない 利用したこ
とがある

利用したこ
とはない

　　市役所には高年福祉課・障害福祉課・こども課・生活援 １ ２ １ ２
　護課などの相談窓口があります

市の保健センター
　　保健センターでは，こどもから高齢者までを対象に，生
　涯を楽しく健やかに過ごせるよう各種のサービスや相談を
　しています
県の健康福祉事務所（保健所）
　　心の悩みや不安，精神科医療全般の相談や家族相談をし １ ２ １ ２
　ています

高齢者生活支援センター
　　高齢者のための身近な相談窓口として市内５ヶ所（東山
　手・西山手・打出・精道・潮見）の高齢者生活支援センタ
　ーがあります
児童の関係施設での相談窓口
　　保育所，子育てセンター，上宮川文化センター，打出教
　育文化センター，適応教室，愛護センターなどの相談窓口
　があります
知的・身体の障がい者相談
　　毎週金曜日（第５金曜を除く）の午後，相談員が生活や １ ２ １ ２
　職業のことなどの相談をしています

精神障がい者相談
　　芦屋メンタルサポートセンターで生活や職業のことなど １ ２ １ ２
　の相談をしています

福祉の自助グループ･団体･ネットワーク･ＮＰＯなど
　　自分たちで助け合う自助グループや団体，ネットワーク １ ２ １ ２
　ＮＰＯなど様々な民間活動団体があります

民生委員・児童委員
　　厚生労働大臣の委嘱を受け，身近な相談相手として専門 １ ２ １ ２
　機関とのパイプ役を務めるなどの福祉活動をしています

芦屋市社会福祉協議会
　　社会福祉法に基づいて設置された民間福祉団体で，地域 １ ２ １ ２
　の福祉課題の解決に取り組んでいます

２１２１

市内の福祉相談窓口等

最もよく利用する駅舎や駅周辺道路（駅前広場を含む）について，歩きやすさや使いやすさ
の観点からバリアフリー化をどのようにお感じですか。（回答は１つ）

１

市役所の福祉相談窓口

１ ２ １ ２

２１２

3



【あなたが住んでいる地域のまちづくりについてお聞きします】
問13．普段の暮らしの中で，あなたが芦屋のよいところだと思うことは何ですか｡（複数回答可)

　１．子育ての環境がよい　　　　　　　　　　　２．高齢になっても安心して住める

　３．障がいのある人が地域で生活しやすい　　　４．保健医療サービスが充実している

　５．福祉の相談窓口が身近にある　　　　　　　６．震災を経験して人に優しいまちになった

　７．都会にありながら大きすぎず，お互い顔の見える関係を築けるまちのサイズが適度

　８．よいところは特にない　　　　　　　　　　９．その他（　　　　　　　　　　　　）

問14．逆に芦屋のまちのよくないと思うことは何ですか。(複数回答可)

　１．子育ての環境がよくない　　　　　　　　　２．高齢になると安心して住めない

　３．障がいのある人が地域で生活しにくい　　　４．保健医療サービスがよくない

　５．福祉の相談窓口が身近な地域にない

　６．震災を経験したにもかかわらず，あまり人に優しいまちではない

　７．上流意識が強すぎて人と人とのつながりをあまり大切にしない

　８．よくないところはない　　　　　　　　　　９．その他（　　　　　　　　　　　）

問15．今後の芦屋のまちづくりで大切にしていくべきだと思うことは何ですか。(回答は３つ以内)

　１．子どもの安全をみんなで守っていけるような地域づくり

　２．何か困ったときにすぐに相談できる身近な相談窓口をつくる

　３．いつでも集まれる地域の活動拠点をつくる

　４．住民が積極的に地域づくりに参加できる仕組みをつくる

　５．住民が積極的にボランティア活動に参加できる仕組みをつくる

　６．震災の経験をいかした，互いに助け合える地域づくり

　７．地域の活動団体やグループのネットワークづくり

　８．誰もが住みなれた地域で暮らし続けていけるインクルージョンのまちづくり
　　　※インクルージョンとは，高齢になっても障がいがあっても外国人であっても所得が低くても，
　　　　必要なサポートによりどんな立場の人も含めて包み込むという意味です

　９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問16．

　１．芦屋市　　　２．中学校区　　　３．小学校区　　　４．自分が住んでいる町内

　５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　６．特にない

問17．あなたは自治会に加入していますか。

 １．加入している

 ２．加入していない　→　加入していない理由を下記の項目から１つお答えください

　　ａ．どこへどのように連絡したらよいか方法がわからないから

　　ｂ．加入してもメリットがない（加入しなくても特に困らない）から

　　ｃ．自治会の世話や当番をするのが面倒だから　ｄ．今の自治会活動に魅力がないから

　　ｅ．特に理由はないが今まで加入する機会がなかったから

　　ｆ．加入しているかどうかわからない　　　　　ｇ．その他（　　　　　　　　　　　）

あなたが「自分のまち」と感じているのはどの範囲ですか。あなたのお気持ちに一番近い答えを
１つお選びください。

4



問18．あなたがお住まいの地域で行われている行事や活動についてお答えください。

知っていますか 参加は？

知っている 知らない 参加したこ
とがある

参加したこ
とはない

　老人クラブの活動 １ ２ １ ２

　子ども会の活動 １ ２ １ ２

　ＰＴＡの活動 １ ２ １ ２

　コミスクの活動 １ ２ １ ２

　地域の防災訓練 １ ２ １ ２

　地域の防犯活動 １ ２ １ ２

　秋まつりなど地域のイベント １ ２ １ ２

問19．あなたは近隣にどの程度のお付き合いの方がいますか。（回答は１つ）

　１．互いの家に気楽に出入りし，困ったときは助け合える人がいる

　２．おすそ分けをしたり，世間話をする程度の人はいる

　３．あいさつをする程度の人はいる

　４．ほとんど近所付き合いはない

問20. あなたは近隣や地域ともっと緊密に関わりたいと思いますか。（回答は１つ）

　１．もっと色々な関わりがしたい　　　　　　　２．現状でよい　　　

　３．関わりを減らしたい　　　　　　　　　　　４．わからない

問21．

　１．学校でつながりをもった人　　　　　　 ２．職場でつながりをもった人

　３．地域や近隣でつながりをもった人　　　 ４．ボランティア活動の仲間

　５．ＮＰＯ活動の仲間　　　　　　　　　　 ６．生涯学習や趣味の仲間

　７．その他（　　　　　　　　　　　　　） ８．あまりつながりを求めようとは思わない

問22．

　１．公共施設（市民センター・公民館など）　　　　　２．地域の集会所

　３．地域の民間施設（高齢者施設など）　　　　　　　４．地域の公園

　５．喫茶店や居酒屋などの飲食店　　　　　　　　　　６．誰か個人の家

　７．インターネットの場　　　　　　　　　　　　　　８．そのような場所はない

　９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問23．

　１．できる　　　　　　　　　　　２．できない　　　　　　　　３．わからない

行事・活動

人とのつながりの中で，あなたは家族以外で誰とのつながりを大切にしますか。（最も大切
にするものを１つお答えください）

災害時に避難等の手助けを必要としている方について，あなたは地域の人や自主防災会など
の地域組織と協力して避難等の手助けができますか。（回答は１つ）

あなたの普段の生活の中で，ちょっと気になることがあったり，ちょっと困ったことが起こ
ったとき誰かと集まって相談できるような場所をもし求めるとすれば，それはどこですか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（回答は１つ）
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【ボランティア活動やその活動場所についてお聞きします】
問24．あなたはボランティア活動をしたことがありますか。（回答は１つ）

　１．現在している

　２．以前はしていたが，現在はしていない 問25へお進みください

　３．今までしたことはないが，機会があればしてみたい

　４．今までしたこともないし，今後もするつもりはない 問26へお進みください

問25. それは主に次のどの分野での活動ですか。また，主な活動場所はどこですか。

＜活動分野について３つ以内でお選びください＞

　１．高齢者支援の分野　　　　２．障がいのある人に対する支援　　３．子育て支援の分野

　４．健康づくりや医療の分野　５．地域の清掃や美化の分野　　　　６．防災・防犯の分野

　７．自然環境保護の分野　　　８．教育や生涯学習の分野　　　　　９．国際協力の分野

　10．その他（　　　　　　　　　　　　　）の分野

＜主な活動場所はどこですか＞

　１．芦屋市内　　　　　　　２．阪神間　　　　　　　　　　３．兵庫県内

　４．大阪府内　　　　　　　５．国内のその他の地域　　　　６．国外

問26．どういう条件が整えばボランティア活動が活発になると思いますか。（回答は１つ）

　１．学校教育でボランティアの重要性を啓発する

　２．生涯学習で学んだことを地域活動にいかせるような仕組みをつくる

　３．どこで，どのような活動があるといった情報をもっと入手しやすくする

　４．ボランティア休暇や顕彰制度など，活動しやすい環境を整える

　５．交通費等の必要経費くらいは出るようにする

　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問27．ボランティア活動に関する情報はどのように入手していますか。（回答は３つ以内）

　１．市の広報あしや・ＣＡＴＶ　　　　　　　　　２．テレビ・ラジオ・新聞など

　３．パソコンや携帯電話などのインターネット　　４．友人・知人などの口コミ

　５．福祉施設や市の相談窓口，専門家　　　　　　６．病院の医師や看護師，医療相談室

　７．社会福祉協議会のボランティアセンター　　　８．その他（　　　　　　　　　　）

【ＮＰＯ活動についてお聞きします】
問28．

　１．現在ＮＰＯ法人の活動に参加または支援をしている

　２．現在は参加も支援もしていないが，今後はしてみたい

　３．自分では参加や支援はしないが，必要なものであると思う

　４．必要なものであるから，もっと行政はＮＰＯ法人の活動を支援すべきだ

　５．特に必要だとは思わない　　　　　　　６．よくわからない
　　　※ＮＰＯとは，ＮＰＯ法の規定に基づき，福祉，環境，まちづくり，国際協力など様々な分野で
　　　　社会的活動をする民間の非営利団体

最近はＮＰＯ法人（特定非営利活動法人）の設立が増えていますが，あなたはこのことについて
どう思いますか。（回答は１つ）
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Ａ． あなたの性別をお答えください。（回答は１つ）

　１．男性　　　　　　　　　　　　　　　　２．女性

Ｂ． あなたの年齢をお答えください。（平成１８年７月１日現在の満年齢で，回答は１つ）

　１．２０歳代　　　　　　２．３０歳代　　　　　　３．４０歳代

　４．５０歳代　　　　　　５．６０歳代　　　　　　６．７０歳以上

Ｃ． あなたのお仕事（職業）をお答えください。（一番近いものを１つお答えください）

　１．自営業（商工業，サービス業，建設業，農業等々）及びその家族従業者

　２．民間の企業・団体の勤め人　　　　　　３．自由業（開業医，弁護士，著述業等々）

　４．公務員　　　　　　　５．パート・アルバイト　　　　　　　６．家庭で内職

　７．学生　　　　　　　　８．家事専業（主婦，主夫）　　　　　９．無職　　　　

Ｄ． あなたが現在お住まいの場所はどちらですか。（町名をお書きください）

 町

Ｅ． あなたを含めて現在同居されている家族の構成は次のいずれですか。（回答は１つ）

　１．一人暮らし　　２．夫婦のみ　　３．親・子(１８歳未満の子が１人でもいる)の２世代

　４．親・子(１８歳未満の子がいない)の２世代　　５．親・子・孫の３世代　　６．その他

Ｆ． あなたの現在のお住まいは次のいずれですか。（回答は１つ）

　１．一戸建ての持家　２．共同住宅の持家（マンションなど）　３．公営住宅(県営･市営）

　４．社宅など　５．民間の賃貸住宅　６．老人ホーム等の社会福祉施設や病院　７．その他

Ｇ． あなたの現在のお住まいには，どれくらい住んでいますか。

　１．１年未満　２．１年～５年未満　３．５年～１１年未満(震災後）　４．震災以前から

　　　　　お疲れ様でした。調査にご協力いただき，ありがとうございました。
　　　　　回答は，同封の封筒に入れて，切手を貼らずに返送してください。

【ご協力ありがとうございました。今までお聞きしたことを整理するため，最後にあなたご自
身のことについてお聞きかせください】
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